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小さなお子さんがいる家庭では、「気づいたら何かを口に入れていた」「おもちゃの部品がなくなっている」

といった経験があるかもしれません。子どもの誤飲は小児救急でよくみられる事故の 1 つです。特に生後 6 か

月頃から 3 歳頃までは周囲の物を手に取り口で確かめる時期であり、誤飲が起こりやすくなります。

幸い誤飲した異物の多くは自然に消化管を通過し、便とともに排出されます。しかし、一部の異物は重い合

併症を引き起こすため注意が必要です。誤飲が疑われた際に最も大切なことは、「いつ」「何を」飲み込んだ

可能性があるのかを確認することです。

福岡出身です。今回初めて

福岡以外で働くことになり

ました。こども達、家族に

安心を与えられるように精

一杯がんばります。

医療機関では必要に応じてレントゲン検査を行いますが、すべての異物が写るわけではありません。プラスチ

ック製品や魚の骨などは見つけにくく、状況によっては、CT 検査や内視鏡検査が必要になることもあります。

誤飲事故を防ぐためには、ボタン電池、磁石、薬、硬貨、小さなおもちゃなどを子どもの手の届かない場所に保

管することが何より大切です。誤飲はどの家庭でも起こりうる身近な事故ですが、正しい知識があれば重症化を

防ぐことができます。万が一の際には慌てず、何を飲み込んだのかを確認し、早めに医療機関へ相談ください。

誤飲した際の症状は様々です。全く症状がないこともあれば、喉の違和感、咳込み、よだれが増える。飲み

込みにくい、嘔吐、腹痛などがみられることもあります。激しい咳込みや呼吸が苦しそうな様子があれば異物

が気道に入っている可能性もあります。ただし、症状だけでは異物の場所や危険性を判断することはできませ

ん。症状がなくとも、危険な異物は存在するため、「元気だから大丈夫」と自己判断しないことが重要です。

特に注意が必要なのが、ボタン電池です。食道にとどまると短時間で粘膜を傷つけ、潰瘍や穿孔を引き起こす

ことがあります。症状がなくても緊急対応が必要なため、誤飲が疑われた場合は速やかに受診してください。

磁石も危険な異物です。複数個飲み込むと腸を挟み込んで腸閉塞や腸管穿孔を起こすことがあります。近年は強

力な磁石を使用した玩具もあり注意が必要です。

さらに、針や画びょう、安全ピン、魚の骨などの先の尖った異物は、消化管を傷つけたり穴を開けたりする危

険があります。おくすりが内包されているシート（PTP 包装シート）を飲み込んで食道を傷つけてしまった例も

あります。大きな異物や長い異物も自然に通過しにくく、内視鏡での摘出が必要になることがあります。

誤飲が疑われた場合、無理に吐かせたり、指を口の中に入れて取り出そうとするのは避けましょう。かえって状

態を悪化させる可能性があります。受診の際には、飲み込んだ可能性のある物や同じ製品の包装を持参すると診

断の助けになります。



～診療時間のご案内～
午前 9：00～12：00
午後 15：00～18：00（月～金）

14：00～18：00（土）
乳児健診・予防接種

14：00～17：00（水曜のみ）予約制

☆休診日：日曜・祝祭日・年末年始

ただし急患の方はこの限りではありません

お電話なしでご来院ください

☆付き添いに関してのお願い☆
当院では感染拡大防止対策として、入院患者様の付添

いや時間外の面会を制限させていただいており、また

外来診察は、

『患者さま 1 名につき、付添い 1 名のみ』

とお願いしています。付添いがお一人で難しい場合

は、スタッフにご相談ください。

ご理解の上、ご協力をお願いいたします。

薬剤師ってどんな仕事？

髙木 千佳 佐藤 可南子


